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かぶり厚さとは、一番外側の鉄筋（幅止め筋、組立筋を除く）の外面から躯体面

までの距離（４．３．１図）をいう。

鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上を確保し、最小かぶり厚さに許容

施工誤差１０mmを加えた厚さ以内に納めるものとする。

最小かぶり厚さは、４．３．１表による。

　　　定着の方法は４．５．２図による。

　　　て定着する鉄筋の定着長さＬが、４．５．２表のフックあり定着の長さを確保できな

　　　い場合は、全長を４．５．２表に示すフックなし定着長さとし、かつ、余長を８ｄ、

　　　仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを４．５．３表に示す長さをのみ込ませる。

４．５．１　鉄筋の重ね継手

（１）鉄筋の重ね継手及び定着の長さは、４．５．１表による。

（２）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

４．３．１　かぶり厚さ

４．３．１図　鉄筋のかぶり厚さ

４．３．２　最小かぶり厚さ

（１）床版、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンク

リートの厚さを含まない。

（２）柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１．５倍

以上確保して最小かぶり厚さを定める。

（３）溶接金網にも適用する。

（１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍

（３）異形鉄筋の直径（呼び径）の１．５倍以上

（２）最小のあき２５mm

４．５．４　定着の方法

　　　なお、（ロ）折曲げ定着の梁主筋の柱内折曲げ定着において、仕口内に縦に折曲げ

４．５．２　継手の特記事項

（１） 継手は、極力応力の小さい位置に設ける。

（２） 異種径の鉄筋をガス圧接する場合は、鉄筋径の直近の範囲内とする。

４．５．３　鉄筋の定着

（１） 鉄筋の定着の長さは、４．５．２表による。

４．４．１図　鉄筋のあき

４．５．２図　定着の方法

４．５．３表　鉄筋の投影定着長さ

４．５．２表　鉄筋の定着の長さ

４．５．１表　鉄筋の重ね継手の長さ

４．３．１表　鉄筋の最小かぶり厚さ(mm)

４．４．１表　鉄筋径と鉄筋間隔の関係一覧

平 面

４．２．１図　異形鉄筋の末端部

４．２．１表　フックを設ける位置

（１）Ｄは、折曲げ内法直径を示す。

（２）ｄは、鉄筋直径（呼び名）を示す。

４．１．２表　鉄筋の折曲げ形状及び寸法(中間部)

４．１．１表　鉄筋の折曲げ形状及び寸法（末端部）

鉄筋の折曲げ加工は、４．１．１表及び４．１．２表を標準とする。

異形鉄筋の末端部には、４．２．１表によりフックを設ける。

鉄筋相互のあきは、下記の最大値のもの以上とする。ただし、機械式継手及び溶接継手

のあきは、図面による。

（３）主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、４０ｄとする。ただし、ＳＤ３９０、

ＳＤ４９０を使用する場合は特記による。

４．５．１図

（イ）直線定着 （ロ）折曲げ定着
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（注）１．Ｌａ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　　　（基礎梁、片持ちスラブを含む。）

　　　　　（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

塩害区分

構造部分の種別

１：打継目地部分は目地底より最小かぶり厚さを確保する。

２：仕上なしの場合を標準とする。
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（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　２．フックありの場合のＬ1hは、４．５．１図に示すようにフック部分Ｌを含まない。
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また中間部での折曲げは行わない。

　　５．フックありの定着の場合は、４．５．２図(イ)に示すようにフック部分bを含まない。

　　４．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ

　　３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直筋の直線定着長さ(基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。）

　　２．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊の恐れのない個所への直接定着の長さ及びフックありの定着の長さ

(注)１．Ｌ1、Ｌ1h：２．以外の直線定着の長さ及びフックありの長さ

　　　（注）１、Ｌa、Ｌbは、４．５．３表の鉄筋の投影定着長さを示し、下記の条件を満たすものとする。
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　　　２．Ｌｂ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は２０ｄ及び１０ｄを２５ｄ以上とする。

異形鉄筋

（注）Ｄ：鉄筋の最外径　ｄ：鉄筋直径（呼び名）

コンクリートの

Ｆc（Ｎ/mm2）

かぶり厚さ

１）最上階の柱頭部

１）下階の柱主筋を

引き通すことが

できない柱頭部
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4.7.1

4.2.1

図参照

図参照

２）継手部

１）末端部
１）末端部 4.8.1 図参照

4.11.1１）末端部
１）末端部

２）継手部

１）末端部

２）継手部

１）末端部
壁の一部となる

表参照4.1.1

場合を含む 図参照

部　　位

四隅の主筋

柱

梁

煙突の鉄筋

幅止め筋

圧接継手

継手方式

備　考

帯筋(HOOP)

断面が異な

重ね継手

上下階の柱

る場合

あばら筋

(STP)

以下

Ｄ１９

柱、梁の主筋

Ｄ１６以上の鉄筋

Ｔ形及びＬ形の梁の

あばら筋

幅止め筋

４ｄ以上

４ｄ以上

４ｄ以上

４ｄ以上

～Ｄ３８

３ｄ以上

３ｄ以上

３ｄ以上

３ｄ以上

Ｄ１６

　　　２．９０°未満の折曲げの内法直径は図示による。

　　　　　を用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。

－
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スパイラル筋

８ｄ以上６ｄ以上

４ｄ以上３ｄ以上

４ｄ以上

使　用　箇　所
ＳＤ２９５Ａ，ＳＤ３４５

折曲げ内法直径（Ｄ）

折　曲　げ　図

折　曲　げ　図

折曲げ内法直径（Ｄ）

ＳＤ２９５Ａ，ＳＤ３４５

Ｄ１９

～Ｄ２５

Ｄ１６

以下

Ｄ２９

～Ｄ３８

使　用　箇　所

その他の鉄筋
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（注）１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フック
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Ｄ１３以下の鉄筋

あばら筋、帯筋、スパイラル筋

　　・梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの３／４倍以上

　　・小梁主筋の大梁内定着においては、原則として大梁幅の１／２倍以上

　　・スラブの梁内定着においては、原則として梁幅の１／２倍以上

図の　印

図の　印

鉄筋の Ｌ1 Ｌ1ｈ

（フックなし） （フックあり）種　別

ｄ Ｄ 粗骨材径×１．２５ 最小あき 鉄筋径×１．５

ａ＋Ｄ

設計基準強度

コンクリートの

Ｆc（Ｎ/mm2）

設計基準強度

コンクリートの

Ｆc（Ｎ/mm2）

※ 通常の施工の場合
必要とする場合

・ 塩害対策を

柱 梁

ａ  部

フックなし 梁主筋の柱内曲げ定着

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着フックあり

４　建築工事

４．１　鉄筋の折曲げ加工

４．３　鉄筋のかぶり及び間隔

４．４　鉄筋相互のあき

４．２　異形鉄筋の末端部

４．５　鉄筋の継手及び定着


